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　フレイルは高齢期に生理的予備能が低下することで
ストレスに対する脆弱性が亢進し，転倒，"D-低下，
要介護状態，死亡などの転帰に陥りやすい状態を指す．
また最ۙでは，このような身体的問題に加えて，認知
機能障害やうつなどの精神・心理的問題，ಠډや経ࡁ
的ځࠔなどの社会的問題を含むแׅ的な概念とされて
いる．
　フレイルの成因やѱ化要因には低栄養�が介ࡏする
と考えられている．本ߘでは高齢期にきたしやすい低
栄養のリスク要因を概આするとともに，ઌ行研究やわ
れわれのコϗート研究の解ੳ݁Ռを౿まえながら，栄
養とフレイルの関連について考する．
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　一般に高齢期には，뱌力がམち，ଣӷ分泌が減少
し，ফ化機能が低下する．また基礎代ँ量や身体活動
量の低下により，摂食量も低下しやすい．体力や認知
機能の低下に伴い，栄養バランスに配ྀした食事の準
備がࠔになることもあり，経ࡁ的問題やݽ食，うつ
などの精神疾患などによっても食事内༰が乏しくなる
ことがある（図1）．このように，高齢期はさまざまな
要因により食事の量や質が低下しやすく，低栄養をき
たしやすい時期である．
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　フレイルを身体的フレイル，心理的フレイル，社会
的フレイルに大ผすると，いずれも低栄養とີに関
連する（図2）1）．ྫえば，ߢޱ機能や身体活動量の低
下により摂食量が低下すると，骨格筋や生体機能保持
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